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　科研「現代における「拾骨」の重視と全国
的な普及過程に関する研究」（研究活動スター
ト支援　研究代表者：川嶋麗華）の一環とし
て、民俗調査を行ったので報告する。
　研究の概要は次のとおりである：
　本研究は、高度経済成長期以後、家族によ
る拾骨が全国的に普及した経緯を追跡し、現
代の葬送に拾骨を位置づけることを目的とす
る。現在の火葬は、近代以降に開発・改良さ
れた火葬炉による遺体処理法の一種だが、そ
こには拾骨という儀礼的な要素が含まれる。
各地が火葬場を受容する前後においてみられ
た埋葬・火葬といった葬送習俗を連続的に捉
えることで、現在の火葬場にみられる技術と
儀礼の伝承動態を検討する。
　2022年９月８日～11日に岐阜県揖斐郡揖斐
川町、同年10月20日～23日に山形県鶴岡市お
よび飽海郡遊佐町、2023年２月18日～23日に
東京都小笠原村、同年３月９日～12日に愛知
県旧祖父江町（現稲沢市）にて、火葬習俗を
中心とする民俗調査を行った。いずれも聞き
書き調査から公営火葬場の受容経緯を追跡で
きる、高度経済成長後期以降に公営火葬場が
導入された地域である。なお、愛知県旧祖父
江町では、日本文化研究所のPD研究員で、葬
送習俗に関する研究者である宮澤安紀氏、大
場あや氏、両名の協力のもと、調査を遂行した。
　上記の調査から、各地域の公営火葬場で拾
骨が受容・儀礼化された経緯を追跡すること
ができた。
　例えば、小笠原諸島では社会福祉協議会が、
葬儀の運営や火葬場での遺族への対応といっ
た助葬事業を実施している。昭和40年代に日

本に返還された後、小笠原の社会・生活の基
盤を整える中で葬儀のあり方もまた模索され
てきた。社会福祉協議会が葬儀の主軸を担う
ようになるにつれ、葬儀の流れも一定のもの
へと形作られていき、火葬後の拾骨について
は、職員が内地で学んだ作法を取り入れたと
いう事例が確認された。また山形県の鶴岡市
域では、従来一部の土葬にみられた「五穀撒
き」という作法が拾骨時にも行われており、
公営火葬場の利用に伴って儀礼的要素を局所
的にとり入れた事例が確認された。
　現在の公営火葬場は、地方自治体や衛生管
理組合などの施設保有者、または指定管理者
制度によって運営・管理が行われることが多
い。しかし、公営火葬場の受容経緯を追跡す
ると、地区で火葬場を設置する場合などもみ
られる。村や地区などが設置した火葬場の中
には、利用者が自身らで火葬し、片付けまで
行うような、賃借型の公共施設もあった。こ
うした施設では、火葬場の管理者が受容した
例とは異なる経緯によって儀礼的要素の受容
がなされており、類似した事例の更なる追跡
が望まれる。� （川嶋麗華）
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